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本日の内容

1. 3次元に関する地理院地図の変遷

2.標高タイルを用いた地形の3次元化

3. 3次元データ整備と地理院地図の取組

– 点群データと点群タイル

– ３次元電子国土基本図と３次元地図可視化サイト

4.今後の3次元対応への取組
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地理院地図の変遷（主要な事項・3次元関係）
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2012（平成24）年 「標高がわかるWeb地図」を試験公開

• ウェブ地図上の任意の地点にマウスのカーソルを移動し、

右ボタンをクリックするだけでその地点の標高値を把握可能

電子国土Webシステム

初期の地理院地図

2013（平成25）年 「地理院地図」公開

• 「電子国土Webシステム」から名称変更するとともに、業界標

準技術を利用したシステムに移行

• タイルデータをウェブ地図で広く利用されている正方形とし、

「地理院タイル」として提供開始

2003（平成15）年 「電子国土Ｗｅｂシステム」公開

• 地理院地図の前身となるウェブ地図。国土地理院が独自開発

2004（平成16）年 地図閲覧サービス「ウォッちず」試験公開

• カラー表示で2万5千分の1地形図相当の画像データを閲覧

ウォッちず



地理院地図の変遷（主要な事項・3次元関係）
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地理院地図3D

地理院地図Globe

2014（平成26）年

「地理院地図3D」を公開

• 地理院地図を立体的に閲覧、3Dプリンタ（立体模型）用データの

生成・ダウンロードが可能

  「ウォッちず」「標高がわかるWeb地図」運用終了

• 各サービスは地理院地図に集約

2016（平成28）年 「地理院地図Ｇｌｏｂｅ」を試験公開

• 地図・空中写真等（地理院タイル）をブラウザ上でシームレスに

立体表示可能、外部データの読込み、上乗せ情報の立体表示を

可能に

2017（平成29）年 地理院地図改良（地理院地図Globe正式公開）

• 地下・空中の3D表示対応、3D範囲の選択機能、断面図機能、

自分で作る色別標高図機能、海外3D対応、PNG標高タイルの採用

自分で作る色別標高図



標高タイルを用いた地形の3次元化

• 国土地理院では基盤地図情報（数値標高モデル）を2008年から提供。2012年から
航空レーザ測量の成果を使用した5mメッシュ、2023年からは1mメッシュを提供

• 数値標高モデルから作成した「標高タイル」を用いて、ウェブ地図で標高値計測
（2012年～）、立体モデル生成（2014年～）、断面図・色別標高図の作成
（2018年～）を実現

• 標高タイルは、地図タイルと同一のタイル座標とピクセル座標を用いた画像データで、
産業技術総合研究所が開発した技術を活用

4標高タイルのイメージ

標高タイルに格納されて
いるデータイメージ

地図タイル 標高タイル(PNG形式)



現行の地理院地図における標高タイルの利用

基本的にオープンソースソフトウェアでアプリケーションを構築

• 地理院地図

– 標高点メッシュ間隔1m～10ｍの標高タイルを提供、標高値の取得、
断面図作成、自分で作る色別標高図 等に使用

• 地理院地図3D

– 地理院地図の一機能として用意

– 標高タイルをデータソースとして、指定した範囲の3Dモデルを作成

• 地理院地図Globe

– 地理院地図の一機能として用意

– 標高タイルをデータソースとして、描画ライブラリを用いて3D表示
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電子国土基本図の整備・更新・３次元化

「デジタル社会の実現に向けた重点計画」 （2025年6月閣議決定）

• 重点的な取組として「ベース・レジストリ（公的基礎情報データベース）の整備・運用」
「ベース・レジストリである電子国土基本図の整備・更新」を掲載

• 重点政策一覧に「電子国土基本図の整備・更新・３次元化」を登録
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重点計画に基づく「３次元地図データの可視化に向けた調査検討」を2024年度から、
「3次元地図情報の可視化及び提供」を2025年度から実施

3次元地図データの最適な閲覧環境の実現により、簡易に現実空間を俯瞰して見る
ことが可能となり、誰でもわかりやすい臨場感のある表現での利用が可能



点群データと点群タイル

• 「点群データ」は、国土地理院が実施した航空レーザ測量により得られた計測点
の集合データで、2025（令和7）年2月から提供開始

• 地表面、建物や植生等を含む表層面の高さのデータであり、各計測点は緯度、
経度、高さ、色情報、レーザの反射強度、簡易的な分類（地表、水部、その他）の
情報を保持

• 「点群タイル」は点群データをウェブ地図で表示できるよう変換したデータ

• 点群タイルはオープン標準の3DTiles形式で作成
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国土地理院 「点群データ」ページより
https://www.gsi.go.jp/gazochosa/tengun.html



点群タイル閲覧サイト
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https://gsi-cyberjapan.github.io/3dpc-3dtiles/

• 点群タイルをウェブ地図上で臨場感のある立体的な表現で重ねて閲覧できる
「点群タイル閲覧サイト」を2025（令和7）年3月から試験公開

• 各計測点は計測時に得られた写真画像と同じ色で表示、臨場感のある立体的な
表現や他の地図等との重ね合わせで見ることも可能



建物 道路（道路中心線） 鉄道（軌道中心線）

国土全域で

建物、道路、鉄道を ３次元化

現状

２０２８年度末までに

３次元電子国土基本図
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地図データの3次元化（作成イメージ）
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構造物等の高さ（3次元点群）

2次元の地図情報

地面の高さ（数値標高モデル）

３次元の地図情報

建物、道路、鉄道

高さの情報を
自動処理で付与

航空レーザ測量 ステレオ空中写真



地理院地図における３次元地図可視化の取組

３次元電子国土基本図をウェブ地図で見られるよう、2024（令和6）年度から可視化に

係る調査検討を開始。

2025（令和7）年度は、ウェブ地図におけるデータの表示方法の検討、３次元データの

可視化サイトの構築など、以下の調査検討及び環境整備を実施。

• ３次元地図の可視化（データの表示方法の検討）

– ３次元地図情報整備の成果をウェブ地図で閲覧できるような技術、サービスの調査

– 電子国土基本図の３次元化（建物・道路・鉄道）に最適化したウェブ地図サイトの検証

– 2024年度に構築した「点群タイル閲覧サイト」の機能を継承した、最適化ベクトル

タイルベースの「３次元地図可視化サイト」の構築 
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３次元地図可視化サイトの紹介

https://gsi-cyberjapan.github.io/gsi-3d-2025/ 12



３次元地図可視化サイトの紹介

ベクトル/画像形式の
各種ベースマップを選択可能

各種レイヤを上乗せ可能
(GeoJSONタイル等の一部は除く)

点群タイルも含めた
３次元表現
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３次元地図可視化サイトの紹介

コンテキストメニューの表示

検索バー

２画面表示、作図、計測、各種グリッド etc.
地理院地図の機能を盛り込む
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建物の高さの表示対応

• 建物は、従来の２次元データ（数値地図
（国土基本情報））を拡張し、建物上面
の複数の高さが属性として追加
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国土地理院「３次元電子国土基本図」より
https://www.gsi.go.jp/kibanjoho/mapinfo3D.html

可視化サイトでは建物の高さ(天面)を
選択できるよう対応

建物の高さ(天面) ：
25%標高

建物の高さ(天面) ：
最大標高



線形データ（道路・鉄道）の表現

• 道路・鉄道では、道路中心線、軌道の中心線の各構成点に高さを追加

• 道路中心線、軌道の中心線で、データの特性により、長い直線などで構成する点の
取得間隔が離れていた場合、途中の高さは反映されず、実際の勾配と異なる場合
がある。
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国土地理院「３次元電子国土基本図」より
https://www.gsi.go.jp/kibanjoho/mapinfo3D.html

平面では直線
の部分において

途中の高さは反映
されない３Ｄ

２Ｄ

高さ

平面

点間が長いと実態と
の乖離が大きくなる



線形データ

+1.5m

線形データ（道路・鉄道）の表現

• 線形データが持つ標高値(H)は、標高データの標高値とおおむね一致するが、地表
面を下回った場合、地形の下に隠れる

• 可視化サイトでは、線形データを疑似的に1.5m上昇させて表示し、隠れないように
した
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標高データによる
地形の3D表現

線形データが地形の下に隠れる例



地理院地図Vector（標準地図）及び最適化ベクトルタイル（標準地図風）の
スタイル定義を参考に、描画ライブラリの仕様上の制約を踏まえ、３次元地図への
表示スタイルを検討

地理院地図Vector（標準地図）ズームレベル16

• 道路中心線：道路種別を示す色・幅員を表現するため、ズームレベル16を参照

• 軌道の中心線：線路の本数を適切に表すため、ズームレベル17を参照

３次元地図の表示スタイルの検討
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地理院地図Vector（標準地図）ズームレベル17



• 建築物の輪郭線を個別に設定することができない → 別レイヤー追加等
• 交差点における道路中心線の色の重なり → 描画順序の制御や交差点部の

スタイル調整方法の検討

採用したスタイル（標準地図風）
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今後の3次元への取組

2026（令和8）年度

• 「３次元地図可視化サイト」の試験公開

• 令和7年度に判明した課題の解決 （線形データ表示の高効率化等）

• 技術動向を踏まえ、より３次元の地図表現に適した技術仕様の調査検討

• 「３次元地図可視化サイト」の改良

2029（令和11）年度を目途に

• ３次元電子国土基本図の全国整備に対応する、ベクトルベースの

次世代「地理院地図」の構築
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